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日本語学習者の言語運用に対する日本語母語話者の評価
―場面により母語話者の評価は異なるか―





































































































































































































































































































































コミュニケーション能力 評価項目 ＋ － 中立 計（％）
文法能力 文法 ２ ５ ０ ７（０．６）
語彙 ５ ２２ ３ ３０（２．７）
発音 １３ １１ ２ ２６（２．４）
談話能力 話題のふくらみ １０ １７ ０ ２７（２．５）
談話展開 １０ １１ １ ２２（２．０）
やりとりのスムーズさ ４８ ２７ ３ ７８（７．１）
会話への貢献 １０８ ３３ ３ １４４（１３．２）
あいづち １９ ８ ０ ２７（２．５）
間のとり方 ５ １ ０ ６（０．５）
理解力 １５ ２ ０ １７（１．６）
表現力 ９１ ４２ ２ １３５（１２．３）
社会言語能力 文体の選択 ９ １５ ４ ２８（２．６）
言語表現の選択 １６ ５ １ ２２（２．０）
話題の選択 ３４ ８ ８ ５０（４．６）
手や体の動き ３３ ２９ ７ ６９（６．３）
姿勢 ８ ６ ０ １４（１．３）
表情 ９２ ２７ ２ １２１（１１．１）
視線 ６１ １４ ９ ８４（７．７）
うなづき ０ ０ １ １（０．１）
外見 ３ ０ １ ４（０．４）
話す速度 ５ ２ １ ８（０．７）
声の大きさ ２ ９ ０ １１（１．０）
声の高さ ４ ３ ０ ７（０．６）
笑い ８ １ ２ １１（１．０）
ストラテジー能力 聞き返し ３６ ０ ０ ３６（３．３）
不理解の表出 ５ ０ ０ ５（０．５）
言い直し １ ０ ０ １（０．１）
事後確認の姿勢 ４ ０ ０ ４（０．４）
ユーモア １４ ０ ０ １４（１．３）
自己開示 １３ ４ １ １８（１．６）
状況説明 ０ ０ ０ ０（０．０）
共感する姿勢 ３３ ２ ０ ３５（３．２）
異文化適応の姿勢 ３１ ２ ０ ３３（３．０）
問題解決の姿勢 ０ ０ ０ ０（０．０）












































































コミュニケーション能力 評価項目 ＋ － 中立 計（％）
文法能力 文法 ０ ０ ０ ０（０．０）
語彙 １ ２ ０ ３（０．３）
発音 ０ ２ ０ ２（０．２）
談話能力 話題のふくらみ ０ ０ ０ ０（０．０）
談話展開 ４２ １２ ２ ５６（５．３）
やりとりのスムーズさ １２ １０ ０ ２２（２．１）
会話への貢献 ５ １ ０ ６（０．６）
あいづち ２ ０ １ ３（０．３）
間のとり方 ３ ０ ０ ３（０．３）
理解力 ７ ９ ０ １６（１．５）
表現力 ２９ ６９ ０ ９８（９．２）
社会言語能力 文体の選択 ５ ３ ０ ８（０．８）
言語表現の選択 ８ １０ １ １９（１．８）
話題の選択 ２ １ ０ ３（０．３）
手や体の動き ９ ７ ３ １９（１．８）
姿勢 ２ ３ １ ６（０．６）
表情 ６６ ２４ ６ ９６（９．０）
視線 １１ １１ ５ ２７（２．５）
うなづき ０ １ ０ １（０．１）
外見 １ ２ １ ４（０．４）
話す速度 １ ３ ０ ４（０．４）
声の大きさ １ ０ ０ １（０．１）
声の高さ ５ １１ １ １７（１．６）
笑い ０ ３ ４ ７（０．７）
ストラテジー能力 聞き返し ０ ０ ０ ０（０．０）
不理解の表出 ０ ０ ０ ０（０．０）
言い直し ０ ０ ０ ０（０．０）
事後確認の姿勢 ０ ０ ０ ０（０．０）
ユーモア １ ０ ０ １（０．１）
自己開示 ０ ０ ０ ０（０．０）
状況説明 １２４ ５２ １２ １８８（１７．７）
共感する姿勢 ８９ ２３ ３ １１５（１０．８）
異文化適応の姿勢 １３１ ３９ １０ １８０（１７．０）
問題解決の姿勢 １２９ １８ ９ １５６（１４．７）
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